
【研修のポイント】 

○各教科等の取組の成果と課題 

  ・これまでの実践や事前課題からの成果と課題について 

・今後の授業改善に向けてのポイント等について 

 ○主体的・対話的で深い学び 

  ・授業の質的改善を推進するための授業構想について 

  ・単元や題材など、内容や時間のまとまりを見通した指導計画について 

 ○アナログとデジタルのベストミックス 

  ・生成ＡＩの有効活用、各教科等におけるＩＣＴ機器の効果的な活用等について 

 ○学習評価 

  ・目標と指導と評価の一体化について 

  ・適切な学習評価を行うために必要な指導及び評価の計画、評価規準について など 

  

 

 

 

 今年度も、本研修をオンデマンド方式で行います。配信期間は、８月１日（金）～８月２９日 

（金）です。本研修は、教職員一人一人が学習指導要領の趣旨等の理解を深め、子供の資質・能

力の育成に資する更なる授業改善を推進することを目的としています。受講講座以外でも、希

望する全ての講座について動画を視聴することができます。ぜひ、自己研鑽の機会として積極

的に活用してください。また、学校や学年、同じ教科等の先生同士で情報を共有するなどして、

２学期からの教育実践に生かしていただきたいと思います。 

 今年度も、先生方の事前課題を踏まえるとともに、各教科等の特性や実態に応じた内容で研

修動画を作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、令和６年１２月２５日の

中央教育審議会の諮問を受け、次

期学習指導要領の改訂に向けた審

議が進められています。令和７年

７月９日に、中央教育審議会教育

課程部会において、特別部会の審

議の状況についての報告がありま

した。公開された資料は、文部科学

省が、教育関係者等の多くの人に

特に見てほしいと考えて作成した

ものです。 

激しい変化が止まることのない

令和７年度教育課程理解促進研修について 

学習指導要領改訂に向けた審議の状況について 

【教育課程企画特別部会における審議の状況について（一部抜粋）】 

（令和７年７月９日第 134回教育課程部会） 



時代を生きる子供たちにとって重要なことは、「自らの人生を舵取りする力を身に付けること」、

「持続可能な社会の創り手となること」、「豊かな可能性を開花できること」です。近い未来に社

会の担い手となる子供たちに、これらの力を身に付けさせるためには、学校教育において何を

するべきなのか、どのような視点をもって授業改善を図るのか等、私たち教師も子供たちと共

に学び続ける必要があります。ぜひ、夏休みの時間のある時に、資料に目を通して、研修等に生

かしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

県教委では、特色ある道徳教育推進事業

の一環で、「道徳科の授業」の映像資料を公

開しています。 

【目的】 

各学校における研修等での活用を通し

て、道徳科の授業改善を支援。 

【動画内容】 

「令和６年度愛媛県特色ある道徳教育推

進事業研究発表会」における焦点授業（計 17

授業）を、それぞれ 20分程度に編集したも

の。（右図参照） 

【おすすめのポイント】 

子供が考えを広げたり深めたりするため

の授業の流れや発問の工夫、ＩＣＴを効果

的に活用するポイント等、２学期からの道

徳科の授業に生かせるヒントがたくさん得

られます。 

ぜひ、自分自身の研修や校内での先生方

同士の研修等で積極的に御活用ください。 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

◆諮問のポイント資料及び諮問文・諮問概要・諮問参考資料 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/mext_00003.html 

◆第 134回教育課程部会資料 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/mext_00013.html 

「道徳科の授業」映像資料の公開について 

★授業動画が Plantで視聴できるようになりました★ 
【視聴の手順】 

① 各自の IDで Plant（全国教員研修プラットフォーム）にログインする。 

② 研修検索をクリックする。 

③ 研修コードに 253b113を入力し、検索をクリックする。 

④ 動画を選択して視聴する。 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/mext_00003.html

